
○　後期計画に向けて区分を変更する事業と追加する事業

事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課

11 市立保育所における相談事業 重点 継続
前期計画中に地域支援担当保育士を中心とした保育所における相談・ひろば
事業を充実したため、後期計画では継続実施とする。

保育課

21 保育所地域交流事業 重点 継続
前期計画中に市立保育所全所において週１回実施し、計画目標を達成したこ
とから、後期計画では継続実施とする。

保育課

91 保育所等巡回歯科保健指導 重点 継続
公私立保育所（園）及び幼稚園の３２か所で実施しており、次世代計画の目標
をほぼ達成されていることから、後期計画では継続とし事業の維持と実施施
設数の増加に努めていく。

健康推進課

105 138 １歳６か月健康診査 重点 継続 健康推進課

106 139 ３歳児健康診査 重点 継続 健康推進課

134 163 特別支援教育 重点 継続
設置校数及び学級数については、次世代計画の目標をほぼ達成していること
から、後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

指導室

142 教育相談 重点 継続
教育相談について「来室相談」「電話相談」「巡回相談」を実施しており、次世
代計画としては達成されていることから、後期計画では継続とし事業の維持を
していく。

指導室

144 メンタルフレンド 重点 継続
小学校２２校で実施しており、次世代計画の目標は達成されていることから、
後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

指導室

147 けやき教室 重点 継続
けやき教室の最終目標は通級者が在籍校へ復帰することであり、昨年度も８
名の復帰者が出るなど、一定の成果を挙げていることから、後期計画では継
続とし事業の維持をしていく。

指導室

159 健康づくり 重点 継続
体力テストは全校で実施されており、また喫煙防止教育・薬物乱用防止教育
についても実施していることから、次世代計画の目標は達成されているため、
後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

指導室

171 研究協力校 重点 継続
研究協力校として小学校７校・中学校３校で実施しており、次世代計画の目標
を超えていることから、後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

指導室

202 府中っ子学びのパスポート 重点 継続
小・中学生を対象に「府中っ子学びのパスポート」配布しており、次世代計画
の目標である高校生には配布していないが、後期計画では小中学生を対象と
した配布で継続とし事業の維持をしていく。

文化振興課

211 自主活動奨励事業（指導員の配置） 重点 継続
児童館の指導員については、平日の学校終了時刻である午後２時～午後５時
まで実施しており、現段階での達成度は満足できることから、後期計画では継
続とし事業の維持をしていく。

市民活動支援課

212 学童クラブ 重点 継続
入会希望者の児童全員を受け入れており、目標は達成されていることから、
後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

児童青少年課

受診回数はもとより、未受診者処遇検討会もでき未受診者へのフォロー体制
も整ったことから、次世代計画の目標は達成されたため、後期計画では継続
とし事業の維持をしていく。

事業№
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事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課事業№

5 インターネットによる情報提供 新規 重点
インターネットによる情報提供のために、子育て支援を実施するＮＰＯ団体と
意見交換を実施しており、後期計画では継続していくことでインターネットによ
る子育て情報の実現を図りたい。

子育て支援課

24 34 公会堂を利用した自主活動の場づくり 新規 重点
公会堂や集会場を利用した子育て団体に補助金の助成を実施しているが、活
動団体が地域単位で実施されていないことから、後期計画では重点事業とし
てたい。

子育て支援課

38 子育てボランティアの育成講座 新規 重点

社会福祉協議会に登録しているボランティア登録者に対して、活動の場を提
供するなど目標の達成ができたが、新たに「たっち」で地域の子育てをサポー
トするボランティアを育成していくことが必要なことから、後期計画では重点し
事業としていく。

子育て支援課

39 子育て関連団体のネットワーク 新規 重点

地域子育てひろば事業団体との必要な活動について情報交換を実施し情報
提供などを行っているが、後期計画では居住エリアを超えた子育てコミュニ
ティの形成に向けた事業の拡充を図っていくことが必要なことから、後期計画
では重点事業としていく。

子育て支援課

161 食育推進事業 新規 重点
学校給食法が改正され食育の重要性が高まっており、健康的食習慣実施率
の向上や朝食の欠食をなくしていくことが必要であることから、後期計画では
重点事業としていく。

学務保健課

7 222 子育て講座 新規 継続
「すやすやクラブ」「ころりんクラブ」や「カンガルータイム」の実施など目標はほ
ぼ達成されており、後期計画では継続とし事業の維持をしていく。

子育て支援課

17 養育家庭（里親）事業 新規 継続
養育家庭による体験発表会を開催し、養育家庭の啓発活動を実施しており、
登録世帯数としては目標を達成していないが、後期計画としては継続事業とし
て実施をしていく。

子育て支援課

70 84 利用者負担のあり方の検討（認可・認可外） 新規 継続
前期計画中に認証保育所と保育室利用者にたいして保育料の一部補助（月
額１万円）を実施した。現在、保育制度の見直しが国で検討されていることを
踏まえ、継続とする。

保育課

74 年末保育 新規 継続
高倉保育所のほか、市内を４地域に分け公立保育所で実施した。その利用状
況から本事業としての目的を達成しており、後期計画では継続実施とする。

保育課

79 アレルギー児対策（保育所） 新規 継続
全保育所で実施し、目的を達成していることから、後期計画では継続実施とす
る。

保育課
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事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課事業№

26 おはなし会 継続 重点
子どもの読書に関する事業をさらに展開するための方策の一つであるため、
後期行動計画では重点として、さらに参加者数を増やす。

図書館

27 ちいさい子のためのおはなし会 継続 重点
子どもの読書に関する事業をさらに展開するための方策の一つであるため、
後期行動計画では重点として、さらに参加者数を増やす。

図書館

28 109 赤ちゃん絵本文庫 継続 重点
子どもの成長に合わせた働きかけが必要なので、後期行動計画では重点とし
て、資料の見直しやボランティアの充実を図る。

図書館

229 図書館 継続 重点
従来の方法だけではなく、図書館から情報発信を行う必要があるため、後期
行動計画では重点として充実を図る。

図書館

96 未熟児訪問 継続

97 妊産婦・新生児訪問 継続

135 児童デイサービス事業（旧幼児訓練事業） 重点

129 デイサービス 継続

40 産前産後家庭サポート事業 継続

41 産後家庭サポート事業（多胎児） 継続

42 粉ミルク支給（多胎児） 継続

47 母子栄養強化食品の支給 継続

45 乳幼児医療費助成 継続

（実施中） 義務教育就学児医療費助成事業 ―

107 結核予防接種 継続

108 定期予防接種 継続

112 ひとり親家庭ホームヘルプサービス 継続

116 一時保育（母子生活支援施設） 新規

201 中高生体験事業 新規

219 中学生・高校生の活動支援 新規

213 地域子どもひろば事業 重点

（実施中） 放課後子ども教室事業 ―

子育て支援課

健康推進課

子育て支援課

健康推進課
未熟児訪問については、未熟児も含めた生後４か月までの全戸訪問を実施し
ているため、妊産婦・新生児訪問に統合するとともに、早期に適切な支援を実
施するため重点事業とする。

健康推進課

統合
継続

産後家庭サポート事業（多胎児）については、産前産後家庭サポート事業に
て、単胎、多胎の双方を１つの事業として展開しているため、産前産後家庭サ
ポート事業に統合する。

粉ミルク支給（多胎児）については、経済的負担の軽減を図るために粉ミルク
を支給している母子栄養強化食品の支給に包括されているため統合する。

4

一時保育（母子生活支援施設）については、ひとり親家庭ホームヘルプサービ
スの範囲内で事業の方向性を達成しているため、ひとり親家庭ホームヘルプ
サービスに統合する。

統合
継続

統合
重点

統合
継続

統合
継続

地域子どもひろば事業については、平成２０年度から放課後子ども教室として
事業展開をしているため、放課後子ども教室に統合する。

デイサービスについては、児童デイサービス事業の中で実施されているため、
統合するとともに、増加するニーズに対応するため、重点として事業の拡充を
図る。

現行の乳幼児医療費助成事業に加え、平成１９年１０月から義務教育就学児
医療費助成事業がスタートしたため、義務教育就学児医療費助成事業と統合
し、子ども医療費助成事業とする。

統合
継続

中学生・高校生の活動については、中高生自身による企画・活動組織を設
け、市内の施設を利用した活動の支援を中高生体験事業と併せて実施するた
め、中高生体験事業に統合する。

9

結核予防接種については、結核予防法が廃止され、BCG接種は予防接種法
に位置づけられたため、定期予防接種に統合する。

児童青少年課

児童青少年課

統合
重点

統合
継続

子育て支援課

統合
継続

障害者福祉課
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事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課事業№

119 常用雇用転換奨励金 新規 廃止
国が新たに、中小企業事業主へ有期雇用労働者から正社員への転換に対す
る奨励制度である中小企業雇用安定化奨励金を創設し、母子家庭の母の正
社員転換促進が対応できるため、平成１９年度で廃止された。

子育て支援課

145 いじめ相談 継続 廃止
警察庁及び東京都によるテレフォンサービス、相談ダイアルが充実し、事業内
容が重複するため、平成１８年度で廃止された。

指導室

203 親子劇場 継続 廃止 参加者数の減のため平成１７年度で廃止された。 文化振興課

236 交通バリアフリー 継続 廃止 平成２２年度をもって整備完了のため廃止する。 土木課

241 あんしん歩行エリア 継続 廃止 平成２２年度をもって整備完了のため廃止する。 土木課

25 223 子育てひろば「ポップコーンパパ」 継続 見直し
参加者数が少ないため、エリア毎の実施、他のひろば事業との統合など、今
後のあり方を検討する。

保育課

36 健康診査・予防接種時のボランティアによる保育 継続 見直し
健康診査における保育場所の確保が困難であり、予防接種はBCG接種が個
別化され、保育の需要がなくなったため。

健康推進課

154 八ヶ岳移動教室 重点 見直し セカンドスクール構想の見直しを検討するため。 学務保健課

156 八ヶ岳自然教室 継続 見直し
中学２年で職場体験が５日に拡大される等、体験学習の時間が多くなり、教育
課程の時間を確保するのが困難なため、見直を検討する。

学務保健課

192 子ども科学体験 継続 見直し
従来は市内１か所にて、全市的に実施をしていたが、身近な場所で誰もが参
加できるように各文化センターで実施する方法に見直す。

市民活動支援課

228 公園・緑地 継続 見直し 事業の方向性や実施について検討・見直す。 公園緑地課

207 美術館企画展関連ギャラリートーク・ワークショップ 継続 見直し
子どもと一緒に家族で鑑賞したいという保護者の希望や、教育に活用したい
学校教員の要望が多いため、子どもや親子で鑑賞できる展覧会を充実する。

美術館

5
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事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課事業№

（実施中） 親支援事業 ― 重点
児童虐待の未然防止のため、現在実施している親支援事業を後期計画に重
点事業として追加する。

子育て支援課

（実施中） 府中水辺の楽校 ― 継続
水辺を活用した自然環境学習や体験活動を通じて、水辺を安全に利用できる
基本ルールを身につける事業を実施しているため、後期計画の継続事業とし
て追加する。

公園緑地課

（実施中） 東京都大気汚染健康障害者医療費助成 ― 継続
大気汚染の影響を受けたと推定される疾病の方に対象疾病に係る医療費助
成を実施しており、後期計画の継続事業として追加する。

障害者福祉課

（実施中） 小児慢性疾患医療費助成 ― 継続
小児慢性疾患（がん・慢性じん疾患・慢性呼吸器疾患・慢性心疾患・内分泌疾
患・こう原病・糖尿病など）でかかった医療費の一部を助成しており、後期計画
の継続事業として追加する。

障害者福祉課

（実施中） 地域生活支援事業 ― 継続
障害のある人がその能力や適性に応じ自立した日常生活又は社会生活を営
むことができる事業を実施しているため、後期計画の継続事業として追加す
る。

障害者福祉課

（実施中） 特別児童扶養手当 ― 継続
身体、知的または精神に重度、中度の障害がある２０歳未満の児童を養育し
ている方に手当を支給しているため、後期計画の継続事業として追加する。

障害者福祉課

（実施中） 障害児福祉手当 ― 継続
身体、知的または精神に重度の障害がある方及びその他の疾病によりこれと
同等程度の状態にあり、常時介護を必要とする２０歳未満の方に手当を支給
しているため、後期計画の継続事業として追加する。

障害者福祉課

（実施中） 府中市心身障害者（児）医療費助成 ― 継続
身体障害者手帳１・２級（内部障害の場合は３級まで）または愛の手帳１・２度
の方に医療費助成を実施しており、後期計画の継続事業として追加する。

障害者福祉課

（実施中） 育成医療費助成 ― 継続

身体に障害のある方が指定育成医療機関での手術等を必要とする早期治療
により、将来の生活に必要な能力を得るためにかかる医療費の一部を助成し
ており、後期計画の継続事業として追加後期計画の継続事業として追加す
る。

障害者福祉課

（実施中） ジュニアスポーツ指導者育成 ― 継続
子どもたちがスポーツを心から楽しむために、スポーツ精神を理解し、指導、
助言、伝授する指導者の資質の向上のための支援事業を実施していることか
ら、後期計画では回数の充実を図り継続事業として追加する。

生涯学習スポーツ課

（実施中） 美術館ティーンズスタジオ ― 継続
１０代の青少年が気軽に美術館を訪れ、自分の関心に応じた創作活動を体験
するプログラムを実施しているが、後期計画では幼児から成人まで継続的に
育成する事業へ展開するように充実し、継続事業として追加する。

美術館
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事業名 前期区分 後期区分 区分変更及び追加理由 担当課事業№

（新規） 病児保育 ― 新規
子どもが病気のために通園・通所が困難な乳幼児を一時的に預かる事業を展
開する。

子育て支援課

（新規） 保育所における質の向上のためのアクションプログラム関係事業 ― 新規
国において「保育所における質の向上のためのアクションプログラム」が策定
され、地方自治体においても策定することが望ましいとされている。後期計画
に含む形での策定を検討する。

保育課

68 認可外保育所（認証・保育室） 重点 保育課

71 延長保育 重点 保育課

73 休日保育 新規 保育課

75 一時保育 重点 子育て支援課・保育課

2

66

4

市民意向調査を基にしたニーズ推計も考慮した上で、後期計画の区分を検討
するため、現時点では未定とする。
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